






国土総合開発法、木曽特定地域総合開発計画 

（51年12月指定、愛知用水・牧尾ダム，55～61年完成） 

　四日市コンビナート，濃尾平野の地盤沈下 

木曽三川協議会（60年）：3県1市，中部地建，東海農政局など 

タテ割りの協議，岐阜県 対 愛知県，三重県，水利権許可は知事 

59年伊勢湾台風，60年台風11・12号 

61年梅雨前線豪雨，3年連続水害

岐阜市川原町の床上浸水





利根川河口堰：長良川とほぼ同じ（少し前）1960年代の設計，71年に完成．2段の可動ゲート 

漁業や環境への影響に配慮して．26km地点の塩分濃度を基準に部分的に開門されている． 

愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会の視察，2023年11月



1961.11  水資源開発促進法・水資源開発公団法 

1964.4 　河川法改正（旧1896年），1級河川の水利権は建設大臣に 

1965.5　木曽川水系工事実施基本計画 

　上流ダム群（板取ダム）と河道浚渫および河口堰を位置づける 

　 

木曽三川協議会「木曽三川水資源開発計画」 

 　　　　　　　促進法，1965　木曽川水系指定　 

68 　水資源開発基本計画，73 全部変更：第一次石油危機 

71　建設大臣が公団に長良川河口堰事業実施方針を指示 

73　建設大臣が長良川河口堰事業実施計画を認可 



木曽三川河口資源調査（1963～67） 

中部地建「長良川河口堰調査報告書」（昭和41年度改訂版、部外秘）

富樫（2016）木曽川総合用水と長良川河口堰の利水計画の成立，岐阜大学地域科学部研究報告



岐阜県平田町、海津町各議会で河口堰反対決議，岐阜県との協定書 



73.12原告団26,605人による河口建設事業差止訴訟を岐阜地裁に提訴 

（マンモス訴訟、旧訴）旧訴、81.3　原告取下げ 

岐阜市民を中心として 

「長良川河口堰に反対する市民の会」 

が発足、「川吠え」発行開始







82.4　岐阜市、桑名市、海津町などの住民および市民団体約20名が、
水資源開発公団を相手に長良川河口堰建設差止訴訟を岐阜地裁に提訴
（新訴、94年7月棄却、名古屋高裁控訴棄却98年12月）



1987.4　三重県の工業用水の河口堰と木曽川総合用水各2㎥／秒を 

　　　　　愛知県と名古屋市側に転用を決定 

1988.2　赤須賀など三漁協が河口堰建設に同意 

1989.7　長良川河口堰本体工事起工式 

「長良川河口堰に勝手に反対する会」（新村安雄など）発足。 

「長良川河口堰建設に反対する会」と淡水魚保護協会が朝日新聞岐阜
に意見広告 

岐阜県板取村で「河川湖沼と海を守全国会議」開催。板取川には河口
堰絡みの調節ダム（500t分）が計画されていた。地元の運動で中止 







90.12　北川石松環境庁長官が現職閣僚としては初めて現地を視察、
「長官見解」を発表、環境影響調査の追加実施を建設省、公団に求め
る 

92.1　岐阜市での住民投票条例直接請求、議会で否決 

推進する
一時凍結， 
調査実施

中止すべき 分からない その他 無回答 調査主体

八幡町 13.6 54.6 30.9 - - 0.9 NHK
岐阜市 11.5 55.9 32.6 - - 0.0 NHK

13.0 44.0 32.4 10.6 - - 自治研（90）
7.3 70.3 - 22.4 - - 自治研（91）

安八町 10.6 42.4 37.6 9.4 - - 自治研（90）
15.7 68.6 - 15.7 - - 自治研（91）

海津町 54.0 37.3 8.4 - - 0.3 NHK
46.8 31.2 16.9 5.2 - 自治研（90）

長島町 24.6 46.6 27.2 - - 1.6 自治研（91）
14 39 23 19 2 2 中部・長島

東海三県 10 46 22 22 朝日新聞



93.8　非自民・細川護熙連立内閣が発足、五十嵐建設大臣が予算要求
見直しを発言 

94.6　超党派の国会議員による「公共事業チェック機構を実現する議
員の会」発足 

95.3～4　長島町で円卓会議開催 

95.7.6　梅雨の洪水後、全ゲートが下ろされて運用開始 

96.9　河川法改正、「河川環境の整備と保全」、河川整備計画につい
て地域住民などの意見を反映させるなど、長良川河口堰事業の教訓も
踏まえる 
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③ 異常渇水は対応可

① 木曽総で過剰に， 
河口堰，徳山ダムは不要

② 増加予測の誤り

富樫（2000）木曽川水系フルプラン1993年の形成と問題点，岐阜大学地域科学部研究報告6

木曽川水系フルプランにおける需要の予測と実績，供給施設
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尾張地域における水道需要の推移

注：尾張地域（愛知用水，尾張用水），資料：愛知県の水道

バブル期

平成6年渇水

節水化

人口の増加 
日最大給水量は減少 
平均給水量では横ばい，微減
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尾張地域における工業用水需要の推移　　　

　資料：工業統計表 用地用水編，愛知の工業

回収率の上昇

地下水規制・工業用水道転用

繊維等の空洞化









日本初の大井ダム（恵那峡）1924年完成 

ダムの堆砂容量は100年，資産としては80年，償還は23年 

木曽・飛騨川水系：戦時中の日本発送電の過大な水利権設定 

台風・集中豪雨：事前放流～空振りしたら渇水対策が必要？ 

水利権の見直し：信濃川・JR東日本の違法取水，サケの遡上 

富士川・日本軽金属，アルミ製錬の停止，サクラエビが回復 

太陽光・過大な発電量⇄水道は渇水？，人口減少の100年後 

水道事業の値上げ，老朽化，人材不足，営利目的の民営化 

まだ続く設楽ダム，石木ダム，導水路，事業費の高騰

（2024）「東濃渇水」と愛知用水、導水路 ─ 流域管理の柔軟化に向けて，自治研ぎふ137


